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国際会長 Joan Wilson（カナダ） 主題“Our Future Begins Today”「私たちの未来は、今日より始まる」
 スローガン“Together We Can Do So Much More”
 「手を取り合えば、もっとおおくのことができる」
アジア地域会長 Tung Ming Hsiao（台湾） 主題“Respect Y’s Movement”「ワイズ運動を尊重しよう」
 スローガン“Solidify Y’s Men Family for Better World”
 「よりよい世界のために、ワイズメン・ファミリーの絆を強めよう」
東日本区理事　利根川　恵子（川越） 主題「明日に向かって、今日動こう」“For the Future, Act Today!”
 スローガン「手を取り合って、今、行動を !」“Together, Let`s Roll Now.”
関東東部部長　片山　啓（茨城クラブ） 主題「組み合わされ、結び合わされて、造り上げられてゆく」 
相川　達夫（江東クラブ会長） 主題「今一度足元を固めよう ! そこからステップアップ !」

2016〜2017年度　東京江東ワイズメンズクラブ1月報

今期折り返し点を迎えて
相川達男

新しい年を迎え、皆さまいかがお過ごしで
しょうか。今年一年よろしくお願いいたします。本ワイズ年
度も半分を経過しました。江東ワイズとしては行事の立て込
む秋のシーズンをメンバー各位の協力、活躍のおかげで滞り
なく活動する事が出来ました。ビジネス、プライベート共に
忙しいメンバーがほとんどであるにも関わらず、時間と労力
を割いてご奉仕いただいていることに心より感謝申し上げま
す。本年度は「今一度足元を固めよう」と言う主題でＹＭＣ
Ａ江東センターの行事や地域の事業を大切にし、江東クラブ
の絆を今一度深めていくことに注力しています。おかげさま
で、重要行事の江東区民祭り、江東センターバザー、講師例会、
江東区内の 3 クラブ合同例会、ユース例会、クリスマスなど
多くの実りある活動を行う事が出来ました。半期が終わり、
ここから折り返しです。期首の目標の中で未だ達成できてい
ない項目も有ります。その中の一つが会員増強です。昨年夏
に悲しくも白坂メンがご昇天され、その後ポール・ルゾンガメ
ンが再入会されたため現在のところ期首から増減無しの状態
でありますが、江東ワイズの活動を理解し新たな活力となっ
てくれる仲間を増やしていきたいと思います。残り半期も様々
な活動が有ります。メンバーの皆様のご協力のもと、楽しく
活気ある活動にしていきたいと思います。よろしくお願いい
たします。

12月在籍 12月出席者 12月出席率 アクティブファンド ニコニコボックス クラブ役員
26名

内広義会員

1名

メ ン バ ー 17名 17/25
前年迄 2,169,921円 前月迄 23,000円

会 長 相川　達男
メ ネ ッ ト 6名 68% 副 会 長 小松　重雄
コ メ ッ ト 4名 　

12月 0円 12月分 0円
副 会 長 酒向　裕司

ビ ジ タ ー 0名 前月出席率 会 計 駿河　幸子
ゲ ス ト 3名 修正

残　高 2,169,921円 累　計 23,000円
書 記 本間　剛

メ イ キ ャ ッ プ 0名 % 直 前 会 長 宇田川　敬司
連 絡 主 事 草分　俊一

『そればかりでなく、苦難をも誇りとします。わたしたちは知っているのです、苦難は忍耐を、忍耐は練達を、練達は

希望を生むということを。』� （�ローマの信徒への手紙　5章３～4節）

今月の聖句

1 月新年例会（担当 : 役員会）
と き：2015年1月14日（土）18:00～
ところ：アンフェリシオンB1
会 費： メン、メネット、コメット（高校生以上）、ビジ

ター：5,000円
 　コメット（中学生以下）：2,500円
 　受付 駿河 幸子 君
〈プログラム〉 司会 酒向 裕司 君
第Ⅰ部
 開会点鐘 会長 相川 達男 君
 挨拶／ゲスト紹介 会長 相川 達男 君
 新春寄席 落語 柳亭燕路 師匠
第Ⅱ部
 食前の感謝 草分 俊一 君
 乾杯  柳沢 広繁 君
 会食＆懇談
 各種報告／スマイル
 ハッピーバースデイ・結婚記念日
 メネットオークション
 閉会点鐘 会長 相川 達男 君
※ハッピーバースティ
　メン 5日：山崎 常久君、8日：岡田 暢雄君
※結婚記念日
　12日 香取良和君・晴美さん

強調月：IBC / DBC
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12月本例会報告（クリスマス祝会）�
相川達男

平成 27 年 12 月 10 日（土）17 時より八丁堀のレスト
ラン「マチュリテ」にて 12 月本例会が行われました。17
時に時間厳守を連絡したため 17 時には祝会から始めること
ができました。日本基督教団学生・青年センターから野田
牧師を迎え、一般のレストランでの祝会を行い、教会での
礼拝に勝るとも劣らない素敵な祝会になったと思います。

粛々と讃美歌や聖書の拝読、野田牧師のクリスマスの意
義等コメットにもわかりやすく大変良かったと思います。

引き続き食事をいただき、こじゃれた前菜から始まりワ
インもとてもおいしく（フランスから買付けているそうで
す）そのため予算を超過してしまい反省が残りました。

また食材（仔羊）は好き嫌いがあり固定メニューでは無
理があったかとこれも反省ですね。途中で「マネキンチャ
レンジ」を行いコメットから出来ないよとの泣きが入った
にも関わらずやってみればそれなりに出来るところはさす
がでした。恒例のプレゼント交換し 20 時過ぎにはお開きと
なりました。
出席　相川、安藤、市崎、宇田川、香取、草分、小松、酒向、島田、菅原、駿河、藤井、
本間、柳澤、メネット：市崎、宇田川、香取、菅原、島田、藤井、コメット：宇田川× 2、

島田、菅原　ゲスト、大橋先生、神田先生、郡司さん（YMCA）

クリスマスオープンハウス
� 菅原　創

12 月 23 日（金）、YMCA 東陽町センターにおいて、毎
年恒例のクリスマスオープンハウスが開催されました。今
年も江東はうどん・そばの担当。朝から温かい湯気とだし
汁のいい香りの中で、200 食のうどんとそばを茹でました。
当日は冬としては暖かい日だったこともあり、売れ行きは
いま一つでしたが、お昼過ぎには何とか完売。その後はベ
イサイドクラブの焼き鳥屋さんを応援しました。久しぶり
に仲間と汗を流す楽しい活動でした。
参加者：相川、安斎、宇田川、香取、草分、小松、酒向、中野、柳沢、山崎、菅原

忘年会開催
� 酒向裕司

12 月 29 日 6:30 ～忘年会を木場駅近くの深川ギャザリ
アの「ヒカリ屋」で開催しました。その 1 時間ほど前に、
藤井さんと香取さんと近くの「CAFE de CRIE」でブリテ
ン編集委員会を開いて、10 分ほど前にお店に着いたのです
が、篠田さん、小松さん、駿河さんは既に到着していました。
皆さんの集まりが良く、気持ちよく忘年会が始まりました。

先ず役員会をした後、早々に忘年会を開始しました。参
加者は、相川、安齋、香取、小松、酒向、篠田、駿河、藤井、
本間の 9 名でした。クラブ行事や会員増強の話を取り留め
もなく語りながら、あっという間に 2 時間の飲み放題タイ
ムも終わり、終宴となりました。私は胃腸炎の病み上がり
だったせいでお酒もあまり呑めませんでしたが、江東クラ
ブについて熱い話で盛り上がった会になりました。

IBC考
� 担当　山﨑セバスチャン常久

IBC。International Brother Club の 略 称 で 和 訳 す る
と国際兄弟クラブ。よく私たちは茶化して International 
Beer Club と言い合ってますが冗談です。ワイズメンズク
ラブが国際的な組織なので国際大会やアジア大会の際に、
様々な国のクラブと友達になれますが、そこから一歩、大
きく踏み込んだものが IBC です。よく任侠映画などで兄弟
杯と出てきますが、それと本質的には変わりません。兄弟
の契りを交わした以上、先方の周年行事等の義理事にはお
祝いを持って馳せ参じますし、又、先方のメンバーがお越
しいただいた際には下にも置かぬおもてなしをしなければ
面子が潰れます。そういう交流が IBC なのであります。な
～んて、こう書くと大仰なものに思えますが、実は難しい
ものではありません。心から信用できる友達が海外にもい
ると思えばいいだけの話しです。年も離れていない利害関
係のない友人をこの年になってつくることができる。楽し
い事です。是非、皆さん、機会を見つけては IBC 行事に参
加して、直接、新しい友達を見つけてください。楽しさが
10 倍増すること、保証します！

楽しいDBC
� 香取良和

DBC は本来、東西両区の交流を目的としているが例外も
ある。
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江東クラブは、十勝クラブと締結している。十勝クラブ
とは、ジャガイモを通じ特別な交流があるが、大きなきっ
かけは、1999 年の十勝クラブが、渡邊喜代美実行委員長の
もとホストし大成功を収めたアジア大会である（江東も 18
名参加）。江東の藤井さんが総務委員長として協力し、一段
と両クラブ親交が深まり、2000 年「江東クラブ設立 40 周
年」の記念日に、アンフェリシオン会場にて、十勝クラブ
池田会長と江東クラブ岡田会長の間で締結式が行なわれた。
以来　素晴らしい交流を続けている。折りに触れて山田さ
んから、クラブに野菜、肉を頂いているのにお礼が出来ず
心苦しい思いであったが、渡邊喜代美さんが東日本区理事、
山田書記のとき、会計に篠田君、事務局長に小松君（小生・
事務局長補佐）で毎月の役員会が楽しかった（山田さんは
理事の隣で時々タブレットの影で時々居眠り？）。

第 17 回　東日本区大会　浅草公会堂のホストを近隣クラ
ブの協力を得て成功裏に終えたことは、DBC 交流の大きな
成果であった。昨年の十勝クラブ 40 周年には 10 人のメン
バー、メネット、ファミリーがお祝いに駆け付けたことは
記憶に新しい。

将来の「DBC」について
� 篠田　秀樹

東日本区では 2 つ以上のクラブと DBC を結んでいるク
ラブも少なくありません。東京西クラブの様に「西」が共
通の西日本区の 4 クラブと DBC を結んでいるクラブや、
トライアングルで DBC を締結しているクラブもあります。

DBC の良い所は、西日本区のクラブとも親交を図れる、
IBC よりは金銭的にも人的にも負担が軽く頻繁な交流がで
きる、こと等があげられます。しかし DBC を縁組する上で
はお互いの記念行事や定期的な訪問・受入れ等、負担が多
いと感じる方もいると思います。

十勝クラブとは大変良好な関係が続いています。これは
香取さんのご尽力に加え、双方の交流の賜物です。現在熊
本ジェーンズクラブと将来の DBC を見据えて地道な交際を
続けています。同クラブは創立 30 周年の大変しっかりした
活動をしているクラブです。ブリテンの交換に加え、人的
交流も継続していますが、まだ一部の方に今のところ留まっ
ていて、これは今後の検討課題です。

DBC を締結する際クラブ全員で考えることは勿論です
が、相手もあることです。皆の意見をまとめて代表同士が
双方負担にならないお付き合いの仕方を取り決め、DBC に
対する双方の姿勢の温度差を縮めることが大切と考えます。

もっと外へ！もっと光を！

ワイズメンズクラブは自分の YMCA を支援し、それを通して
地域に奉仕をします。長い間奉仕を続けるためにはクラブライフ
が楽しくなければなりません。義務で奉仕をできるはずがありま
せんから。メンバーはみんなそれぞれ工夫をしています。私の場
合は

第一に他クラブ訪問でした。クラブ訪問とは自クラブの欠席の
補てんの為にするのではありません。自己研鑚の為に行うものな
のです。そのクラブの地域奉仕に学ぶところがあるかもしれませ
ん。あるいは生涯の友に会うことかもしれません。( 中略 ) 日本
には 3,000 人、アジア、韓国には 10,000 人、世界には 30,000
人のワイズメンがいるのです。自分のクラブの 10 人、20 人で満
足しているのはもったいない話です。( 中略 ) 自分のクラブから
ちょっと飛び出してみましょう。新しいワイズが見えてきます。
ワイズは自己研さんの場であることを常に肝に銘じておくべきで
しょう。部会、区大会には万障繰り合わせて出席しましょう。ア
ジア大会、国際大会にも時間とお金をやりくりして出席してみま
しょう。必ず得るものがあります。國際大会を経験するとワイズ
ライフは新たな次元に入ります。ワイズ運動は国際的な広がりを
持っているのだということが実感でき、新たな意欲がわいてくる
はずです。他クラブ訪問を一歩進めると IBC( 国際兄弟クラブ ) に
なります。国際的規模で交流を広めることができます。( 中略 )

先見性、国際性、公益性、これが YMCA の、そしてワイズの
特性でした。この DNA を受け継ぎ、前者の轍を無難に受け継ぐ
だけでなく、次世代のワイズの皆さんが「ワイズの前に道はない。
ワイズの後に道ができる」の気概を持ってワイズをさらに魅力あ
る組織に発展させていってください。

（｢ワイズ読本｣ より　理事退任時に遺言として　中田靖泰氏
同氏　profile　1983 年札幌クラブ入会、日本区事業主任を歴任後 1999年日
本区理事、2000年国際事業主任歴任後国際議員、國際 BF委員長）

これでいいのか　江東ワイズ�⑤��山崎常久 

江東クラブの事を考える前に世界のワイズを見てみましょう。
発祥地のアメリカは高齢化が進んで自然減。本部のあるヨーロッ
パも同様。オセアニアも同じ。一方で会員数を伸ばしている元気
な地域もあります。インド、韓国、台湾、東南アジア。これらの
地域はワイズメンであることが社会的ステイタスでもあるようで
す。この状況を見るに、言葉は悪いのですが経済が成長期にある
国々ではワイズ活動は肯定的に受け入れられる一方、経済が成熟
安定期、低成長の国々では、その活動はあまり魅力的ではないの
ではないでしょうか。翻って日本。状況は欧米オセアニアに同じ
です。会員を増やすべく様々な試みをしていますが、いずれも実
をあげるには至らず、自然減や解散が頻発しているのが現状です。
私個人レヴェルで考えてみると、何チャラ大会だとかが多くて金
ばかりかかる割りに、団体として目に見える成果も少なく、いざ
役職に就くと形式的な会議ばかりの、非常にコストパフォーマン
スの悪い、時間も食われる活動で、魅力的かと言われれば NO
ですし、知り合いに勧めるかと聞かれても NO であります。そ
んな状況を前提として江東クラブを考えてみましょう。江東クラ
ブの魅力とは何か。ズバリ、楽しさとメンバーの人柄の良さであ
ります。では、江東クラブのイヤなトコは何か。行事が多すぎて
拘束される時間が長すぎることです。ではどうする江東ワイズ。
暴論ですが、楽しい事に特化すべきです。大の大人が時間も金も
かけるわけですから楽しくないことは無くして、徹底的に楽しい
事を追及すれば、おのずと人も集まり活性化すると思います。諸
先輩方の作ってきた伝統を尊重しながらも、前例にとらわれるこ
となく、思い切って楽しい方向に舵を切ってみてはいかがでしょ
う。
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��ＹＭＣＡ�ニュース（１月号）
�▼冬季シーズンプログラム

子どもたち、そしてリーダーたちが、たくましく成長しました！
①ＯＺＥエンジョイスキーキャンプ（スキーキャンプ）
12 月 27 日～ 30 日、3 泊 4 日、尾瀬戸倉でスキーキャン

プを行ってきました。

②わんぱく戦隊トマルンジャー（デイキャンプ）
12 月 21日～ 23 日、日帰り（葛西臨海公園）＋1 泊 2 日（高

尾の森わくわくビレッジ）。

▼東陽町センタークリスマスオープンハウス
12 月 23 日、東陽町センター周辺の地域の方々や近隣小学

校の協力のもと無事に終了いたしました。恒例のバザー、模擬
店、被災地応援物産販売、絵画展、ウエルネスセンターの子
どもたちの発表会などが行われました。約 65 万円の収益金は、
地域の高齢者プログラムや国際協力活動、青少年リーダー養
成のために用いられます。

 江東ワイズメンズクラブは恒例のそば・うどんの販売！完
売！！

朝早くからありがとうございました。

▼今後の予定
・子育て講演会
　 １月２８日（土）・しののめＹＭＣＡこども園
　 岡田武史氏（元サッカー日本代表監督）が子育ての明日
を語ります！
・オール江東スキー親睦会
　２月４日（土）～５日（日）　　シャトー塩沢＆吉里民宿街
・オール江東　街頭募金
　２月１８日（土）・錦糸町駅周辺
・ワイズサッカー大会
　３月５日（日）

役員会～忘年会　議事録
篠田秀樹

12月29日（木）相川会長の手配で木場ギャザリアの「ヒカリ
屋」で役員会～忘年会を開催しました。
1.	 1月本例会
	 1月14日（土）アンフェリシオンにて　19：00～
	 メネットオークションを行う
2.	 在京ワイズ新年会
	 香取ワイズ、小松ワイズ、藤井ワイズの3名が出席予定
3.	 東西交流会
	 小松ワイズ、藤井ワイズの2名出席予定
4.	 国際投票
	 国際議員……出席者に確認の上投票者を承認
	 	国際憲法改定……日本語訳の対比表がなく、原文のままの
ため判断できない。このため「棄権」とする。

	 期限が年末のためPDFにしてメールで投票（送信）する
5.	 2月本例会
	 TOF例会のため藤井ワイズがTOFの主旨説明を行う
	 講演者候補……元リーダーで現在「スターバックス」社員
	 	柳澤ワイズに「パン」と「ワイン」の手配を依頼、例会後
の会食を検討

6.	 その他
	 	次年度関東東部の「ユース事業主査」の依頼があったが、
衣笠氏に決まった

	 	現在次年度関東東部の「国際・交流事業主査」「地域奉仕
事業主査」が決まっていない

	 	2月18日（土）沼津クラブの50周年式典があるが、EMCシ
ンポジウムと重なっている

	 手分けをして参加者を募る
出席者：相川会長、安齋、香取、小松、酒向、篠田、駿河、藤井、本間　計 9名

（敬称略、あいうえお順）
以　上

編・集・後・記
もうすぐ1.17です。その後3.11、そして9.1。最近は4.16（4.14）が加わ
りました。ほとんどの方はご存じかと思いますが、これらは日本の最近の
被害地震の発生した日です。防災の日としている9.1に限らず、1.17でも
家具止めなど防災に関する身の回りのチェックをお勧めします。YS

Rollback Malariaに寄付!!
藤井寛敏

(江東YMCA幼稚園から)

1 2 月 1 5 日 江 東
YMCA幼稚園の
クリスマス献金
の一部から掲題
運動に45 ,000
円の寄付を頂い
た。園児の御父

兄が集まるマラリア蚊防止ネットが展示されたロビーで、
駿河園長から相川会長へ浄財が手渡された。その後、お礼
とRollback  Malaria運動の説明、ワイズメンズクラブの活
動などをPRさせていただいた。駿河さんからあらかじめこ
の運動の意義を父兄の皆様に説明して頂いて賛同を頂いた
結果と理解しております。駿河さん、ありがとうございま
した。

（出席者：相川、香取、藤井）


